
『
明
治
開
化

安
吾
捕
物
帖
』

の
世
界

|
|
民
俗
学
と
の
関
連
を
中
心
に
し
て
|
|

戦
後
、
「
堕
落
論
」
や
「
白
痴
」
に
よ
っ
て
一
躍
新
文
学
の
旗
手
と
な
っ
た
坂

口
安
吾
は
ー
そ
の
後
、
推
理
小
説
と
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
新
た
な
文
学
活
動

の
領
域
を
切
り
開
い
た
。

推
理
小
説
に
つ
い
て
は
、
『
不
連
続
殺
人
事
件
』
(
間
二
二
・
八

1
二
三
・
八
連

載
。
二
三
・
二
一
刊
行
)
の
発
表
以
後
、
「
能
面
の
秘
密
」
(
昭
三

0
・
二
)
に
至
る

ま
で
断
続
的
に
書
き
続
け
ら
れ
、

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
つ
い
て
は
、
『
安
吾
巷
談
』

(
昭
二
五
・
一

1
一
一
一
)
を
皮
切
り
に
、
「
安
吾
新
日
本
地
理
』
(
昭
二
六
・
一

1
一

一
一
)
を
経
て
、
急
死
す
る
直
前
ま
で
取
材
に
出
か
け
て
い
た
『
安
吾
新
日
本
風
土

記
』
(
昭
三

0
・二

1
=
一
)
を
発
表
す
る
に
至
る
。
と
も
に
、
純
文
学
作
家
の
余
技

的
な
仕
事
と
し
て
看
過
さ
れ
が
ち
だ
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
い
く
つ
か

の
点
で
留
保
は
必
要
だ
が
、
こ
れ
ら
の
仕
事
は
、
余
技
を
越
え
て
、
戦
後
の
坂
口

安
吾
の
活
動
の
中
で
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。

推
理
小
説
に
せ
よ
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
せ
よ
、
坂
口
安
吾
の
試
み
は
、
早
過

ぎ
た
死
に
よ
っ
て
中
断
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
が
、
そ
乙
に
は
、
そ
の
先
に
坂
口
が
発
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展
さ
せ
た
か
も
知
れ
な
い
様
々
な
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、

ル
ポ
ル

一
話
完
結
の
推
理
小
説
の
シ
リ
ー
ズ
『
開
出

安
吾
捕
物
帖
』
(
本
稿
で
は
、
以
後
『
安
吾
捕
物
帖
』
と
書
く
)
を
中
心
に
し
て
、

タ
l
y
ュ
の
問
題
は
暫
く
お
い
て
、

そ
の
あ
た
り
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
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『
不
連
続
殺
人
事
件
』
の
好
評
(
第
二
回
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞
)
以
来
、

「
文
壇
随
一
の
探
偵
小
説
通
と
自
他
と
も
に
許
す
存
在
に
ま
つ
り
あ
げ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
」
(
「
能
筆
ジ
ム
」
)
と
い
う
坂
口
安
吾
は
、
昭
和
二
五
年
一

O
月
か
ら

「
小
説
新
潮
」
に
「
附
帥
安
吾
捕
物
」
(
単
行
本
刊
行
時
に
『
捌
悦
安
吾
捕
物
帖
』

と
改
題
)
の
連
載
を
開
始
す
る
。

『
安
吾
捕
物
帖
』
の
執
筆
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
「
安
吾
行
状
日
記
」
や
税
金

対
策
ノ

l
卜
に
付
さ
れ
た
「
日
記
」
に
よ
っ
て
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
の
原
稿
締
切
は
、
発
表
月
の
二
ケ
旦
別
の
中
旬
だ
っ

た
ら
し
く
、
そ
の
構
想
と
執
筆
に
当
て
ら
れ
て
い
る
時
間
は
四
日
か
ら
五
日
で
、

「
捕
物
帖
の
場
合
に
は
特
に
筋
を
た
て
る
乙
と
が
主
要
な
労
働
で
あ
り
創
作
で
も



あ
り
、
書
く
こ
と
よ
り
も
そ
っ
ち
に
主
点
が
あ
る
も
の
だ
」
と
言
い
、
執
筆
に
当

て
ら
れ
る
時
間
は
、
七
十
枚
の
原
稿
で
二
十
四
時
間
か
三
十
六
時
間
ぐ
ら
い
だ
と

一
言
っ
て
い
る
。
流
行
作
家
の
実
態
は
乙
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

乙
の
執
筆
速
度
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
だ
け
の
速
度
で
書
き
な

が
ら
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
二
十
話
は
、
全
て
一
定
の
レ
ベ
ル
を
越
え
る
完
成
度
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
坂
口
に
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
作
家
の
集
中
力
と
い
う
よ
う
な
問
題
で
は
な
く
、
坂
口
安
吾
の

作
家
的
資
質
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
『
吹
雪
物
語
』
(
昭
一
三
・
七
)
の
挫
折
、
以

来
、
戦
後
に
至
っ
て
も
、
坂
口
安
吾
は
長
編
小
説
を
書
き
か
け
て
は
伺
度
も
中
絶

し
て
い
る
が
、
『
不
連
続
殺
人
事
件
』
は
例
外
的
に
完
結
し
た
長
編
小
説
で
あ
る

と
言
え
る
。
『
安
吾
捕
物
帖
』
は
一
話
完
結
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
な
の
で
、
長
編
と

は
一
言
尽
え
な
い
が
、
量
的
に
は
『
不
連
続
殺
人
事
件
』
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
、
第

二
十
話
ま
で
書
き
継
が
れ
た
。
推
理
小
説
で
未
完
に
終
っ
た
の
は
、
「
復
員
殺
人

事
件
」
(
間
二
四
・
八

3
二
五
・
三
)
だ
け
で
、
た
だ
し
、
こ
れ
は
掲
載
雑
誌
が
廃

刊
さ
れ
た
乙
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
推
理
小
説
に
お
け
る
坂
口
安
吾
は
、
彼
が
最

も
力
を
そ
そ
い
だ
と
目
さ
れ
る
本
来
の
純
文
学
的
な
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
、
構

想
の
貫
徹
へ
の
持
続
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
乙
と
が
起
こ
る
の
は
、
坂
口
に
と
っ
て
、
推
理
小
説
の
持
つ
形
式

上
の
制
約
が
、
か
え
っ
て
よ
い
方
に
作
用
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
推
理
小

説
に
も
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
事
件
が
起
乙
り
、
謎
が
深
ま

り
、
最
終
的
に
謎
が
明
か
さ
れ
る
と
い
う
最
低
限
の
プ
ロ
ッ
ト
上
の
制
約
は
あ
る
。

そ
う
し
た
制
約
が
、
坂
口
の
場
合
、
し
ば
し
ば
起
こ
る
観
念
の
自
己
増
殖
に
よ
る

作
品
の
破
綻
と
い
う
事
態
を
避
け
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
坂
口
に
は
、

推
理
小
説
は
「
お
遊
び
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
そ
れ
が
彼
に
の
び
や
か

な
自
由
自
在
さ
を
与
え
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。

『
安
吾
捕
物
帖
」
の
連
載
第
四
回
目
の
「
あ
あ
無
情
」
の
巻
頭
に
は
、
「
読
者

へ
の
口
上
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
乙
で
坂
口
は
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
の
各
話

の
形
式
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
全
体
が
五
段
で
構
成
さ
れ
、

第
一
段
で
虎
之
介
が
海
舟
を
訪
れ
、
第
二
段
で
事
件
の
説
明
が
あ
り
、
第
三
段
で

海
舟
の
推
理
、
第
四
段
で
新
十
郎
が
犯
人
を
当
て
て
、
第
五
段
で
海
舟
が
負
け
惜

し
み
を
言
う
の
が
、
概
ね
の
形
式
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
は
、
第
十

三
話
「
幻
の
塔
」
あ
た
り
か
ら
乙
の
形
式
は
く
ず
れ
始
め
る
の
だ
が
、
と
も
か
く
、

こ
の
よ
う
に
予
め
形
式
を
確
定
し
て
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
坂
口
は
、
そ
の
形
式

の
枠
組
み
の
中
で
、
の
び
の
び
と
彼
自
身
の
固
有
の
関
心
や
興
味
を
、
作
品
の
中

に
盛
り
込
む
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果

的
に
、
「
安
吾
捕
物
帖
』
は
「
お
遊
び
」
を
超
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
世
界
を
持
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つ
乙
と
に
な
っ
た
。

『
安
吾
捕
物
帖
』
の
時
代
背
景
は
、
大
ま
か
に
は
明
治
開
化
期
で
あ
る
が
、
第

一
話
「
舞
踏
会
殺
人
事
件
」
の
冒
頭
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
明
治
十
八
九

こ
の
時
代
設
定
は
、
第
一
話
の
「
舞
踏
会
殺
人
事
件
」

年
」
に
設
定
し
て
あ
る
。

が
、
鹿
鳴
館
時
代
の
上
流
階
層
の
舞
踏
会
熱
を
背
景
に
し
て
書
か
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
以
後
の
話
も
、

ほ
ぼ
こ
の
時
代
設
定
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
何
故
坂
口
は
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
の
時
代
設
定
を
明
治
開
化
期
に

置
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
安
吾
史
語
』
(
昭
二



七
・
一

1
七
)
の
中
の
「
勝
夢
酔
」
で
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
参

考
に
な
る
。維
新
後
の
三
十
年
ぐ
ら
い
と
、
今
度
の
敗
戦
後
の
七
年
と
は
甚
だ
似
て
い

る
よ
う
だ
。
敗
戦
後
の
日
本
は
外
国
の
占
領
下
だ
か
ら
、
明
治
維
新
と
は
違

う
主
考
え
る
の
は
当
た
ら
な
い
。

るつ
のま
でり
あ
る坂
。口
実は
際
、戦

2 後
会の

晶書
物 T
帖品
』ー ザヨ

の謹
虫花
、期
の戦叫

営号
世迄
相重
やね
m ム、

件患
にせ
触て

発
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
題
材
で
書
か
れ
た
話
が
い
く
つ
か
あ
る
。
戦
後
の
新
興

宗
教
ブ

l
ム
と
関
わ
り
を
持
つ
、
新
興
宗
教
内
部
の
抗
争
を
題
材
と
し
た
第
三
話

「
魔
教
の
怪
」
や
、
下
山
事
件
を
話
の
枕
と
し
て
、
鉄
道
の
聴
死
体
の
発
見
が
話

の
発
端
と
な
る
第
十
二
話
「
愚
妖
」
、
荒
川
放
水
路
バ
ラ
バ
ラ
死
体
事
件
に
触
発

を
受
け
た
ら
し
い
第
二
十
話
「
ト
ン
ビ
男
」
な
ど
で
あ
る
が
、
女
相
撲
が
犯
行
の

ト
リ
ッ
ク
に
使
わ
れ
る
第
十
九
話
「
乞
食
男
爵
」
の
冒
頭
で
、
坂
口
は
次
の
よ
う

に
室
固
い
て
い
る
。

終
戦
後
は
諸
事
解
禁
で
、
ス
ト
リ
ッ
プ
、
女
相
撲
は
御
承
知
の
こ
と
、
そ

の
他
善
男
善
女
の
立
ち
入
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
伺
で
も

あ
る
と
思
う
の
が
一
番
手
ッ
と
り
早
く
て
確
実
ら
し
い
と
い
う
ゴ
サ
カ
ン
な

時
世
で
し
た
が
、
明
治
維
新
後
の
十
年
間
ほ
ど
も
ち
ょ
う
ど
今
と
同
じ
よ
う

に
諸
事
解
禁
で
ゴ
サ
カ
ン
な
時
世
で
し
た
。

『
安
吾
捕
物
帖
』
の
連
載
開
始
に
先
立
っ
て
、
坂
口
は
、
昭
和
二
五
年
一
月

か
ら
『
安
吾
巷
談
』
を
連
載
し
て
い
た
が
、
こ
こ
ら
あ
た
り
の
発
想
に
は
、
『
安

吾
巷
談
』
と
の
つ
な
が
り
を
充
分
予
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
戦
後
の
世
相
に
対

す
る
関
心
が
、
坂
口
に
、
明
治
開
化
期
を
時
代
背
景
と
す
る
「
捕
物
帖
」
を
書
か

せ
た
と
、
一
応
考
え
る
乙
と
は
出
来
る
だ
ろ
う
。

尾
崎
秀
樹
氏
は
、
「
戦
後
批
判
と
し
て
の
捕
物
帖
」
(
〈
『
坂
口
安
吾
全
集
』
第

冬
樹
社
刊
〉
所
収
)
の
中
で
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
の
中

の
勝
海
舟
の
役
割
に
注
目
し
て
、
「
海
舟
の
言
葉
を
通
し
て
、
開
化
期
の
世
相
を

と
ら
え
、
さ
ら
に
戦
後
の
混
沌
と
し
た
時
代
相
を
二
重
う
っ
し
に
す
る
配
慮
で
は

な
か
っ
た
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
明
治
開
化
期
の
世
相
の
慨
嘆
者
で
あ
る
勝
海
舟

に
、
戦
後
世
相
の
「
巷
談
師
」
で
あ
る
自
己
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
る
乙
と
に
よ
っ

て
、
戦
後
批
判
を
行
う
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
坂
口
が
持
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
に

尾
崎
氏
は
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

が
、
疑
問
点
も
あ
る
。

十
一
巻

一
九
六
九
・

一
応
首
肯
出
来
る
見
解
で
あ
る

そ
れ
は
、
海
舟
の
役
割
が
、
尾
崎
氏
の
言
う
ほ
ど
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
謎
解
き
と
い
う
側
面
で
は
、
海
舟
の
推
理
は
、

第
十
二
話
の
「
愚
妖
」
の
場
合
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
見
当
は
ず
れ
に
終
る
の
だ
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か
ら
、
海
舟
の
役
割
は
、
「
ト
ン
マ
な
探
偵
」
の
域
を
出
な
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、

海
舟
の
真
の
役
割
は
、
虎
之
介
か
ら
真
相
を
聞
か
さ
れ
て
、
べ
ら
ん
め
え
調
で
負

け
惜
し
み
を
言
う
部
分
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
こ
の

部
分
は
、
海
舟
が
、
事
件
の
本
質
を
短
い
こ
と
ば
で
言
い
当
て
た
り
、
開
化
期
の

世
相
を
慨
嘆
し
て
み
せ
た
り
す
る
部
分
で
、
尾
崎
民
が
一
首
う
よ
う
な
坂
口
の
モ
チ
l

フ
を
実
現
し
や
す
い
部
分
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

そ
れ
は
、

話
の
し
め
く
く
り
(
エ
ピ
ロ
ー
グ
)
の
意
味
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、
『
安
吾
捕
物
帖
』

の
世
界
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
の
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

事
実
、
海
舟
の
役
割
は
、
連
載
が
進
む
に
つ
れ
て
薄
れ
て
行
き
、
第
十
三
話

「
幻
の
塔
」
で
は
、
海
舟
の
推
理
の
部
分
が
な
く
な
り
、
第
十
六
話
「
家
族
は
六

人
・
目
一
ツ
半
」
を
最
後
に
、
海
舟
は
話
の
中
に
一
切
出
て
来
な
く
な
る
の
で
あ

る

『
安
吾
史
語
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
坂
口
は
、
勝
海
舟
を
、
合
理
精
神
の



持
ち
主
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
政
情
や
上
流
階
層
の
事
情
に
明
る
く
、
下

情
に
も
通
じ
て
、
人
開
通
で
も
あ
っ
た
海
舟
を
副
主
人
公
格
に
設
定
す
る
乙
と
は
、

『
安
吾
捕
物
帖
』
の
連
載
開
始
当
初
の
構
想
上
、
必
要
で
あ
っ
た
(
あ
ら
ゆ
る
階
層

の
事
件
を
扱
え
て
、
世
界
が
広
が
る
)
乙
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
そ
こ
に
、

戦
後
世
相
と
明
治
開
化
期
の
世
相
を
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
い
う
モ
チ
ー
フ
も
あ
っ

た
ろ
う
。
し
か
し
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
の
当
初
の
モ
チ
ー
フ
が
そ
こ
に
あ
っ
た
乙

と
は
認
め
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
余
り
に
過
大
視
す
る
乙
と
は
、
『
安
吾
捕
物
帖
』

の
世
界
の
も
う
一
つ
の
面
を
見
失
わ
せ
る
乙
と
に
な
る
よ
う
に
、
私
は
思
う
の
で

あ
る
。戦
後
世
相
と
重
ね
合
わ
さ
れ
た
明
治
開
花
期
の
世
相
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
、

『
安
吾
捕
物
帖
』
の
一
つ
の
面
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
直
接
的
に
は
『
安
吾
巷

談
』
と
つ
な
が
っ
て
い
る
面
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
私
が
乙
乙
で
言
う
、
も
う
一
つ

の
面
と
は
、
『
安
吾
新
日
本
地
理
』
と
つ
な
が
っ
て
い
る
面
で
あ
る
。
こ
の
面
で

は
、
戦
後
世
相
と
か
明
治
開
花
期
の
世
相
と
か
の
時
代
的
な
も
の
に
限
定
さ
れ
な

い
世
界
が
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
見
方
に
立
つ
時
に
、
花
田
清
輝
の
「
捕
物
帳
を
愛
す
る
ゆ
え
ん
」

(
昭
=
二
・
一
一
)
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
は
重
要
で
あ
る
。
花
田
は
、
第
八
話
の
「
時

計
館
の
秘
密
」
の
貧
民
窟
の
く
だ
り
に
触
れ
、
「
転
形
期
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
生
態
が
、
い
き
い
き
と
、
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
後
で
、
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
わ
た
し
は
、
い
ま
だ
に
わ
れ
わ
れ
の
身
辺
に
生
き
つ
“
つ
け
て

い
る
前
近
代
的
な
も
の
に
た
い
し
て
肉
薄
し
、
仮
借
す
る
と
こ
ろ
な
く
、
そ

の
病
根
を
え
ぐ
り
だ
し
て
い
る
、
か
れ
の
あ
ざ
や
か
な
執
万
ぶ
り
に
脱
帽
し

た
。
ゆ
た
か
な
民
俗
学
的
な
知
識
を
縦
横
に
駆
使
し
な
が
ら
、
か
れ
は
日
本

お
よ
び
日
本
人
の
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
手
に
と
る
よ
う
に
、
わ
れ

わ
れ
に
む
か
つ
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

二
百
に
し
て
い
え
ば
、

『
安
吾
捕
物
帖
』
の
ネ
ラ
イ
は
、
日
本
の
伝
統
と
の
対
決
に
あ
る
の
だ
。

「
病
根
を
え
ぐ
り
だ
し
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
や
「
日
本
の
伝
統
と
の
対
決
」

と
い
う
評
価
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
乙
こ
で
は
保
留
し
て
お
こ
う
。
本
稿
で
は
、

「
ゆ
た
か
な
民
俗
学
的
な
知
識
を
縦
横
に
駆
使
し
な
が
ら
」

「
日
本
お
よ
び
日
本

人
の
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
」
を
示
し
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
に
促
さ
れ
て
、

『
安
吾
捕
物
帖
』
の
世
界
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

四

結
城
新
十
郎
を
始
め
と
す
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
-
メ
ン
バ
ー
が
東
京
に
在
住
し
て
い

る
た
め
に
、
当
然
の
乙
と
な
が
ら
、
東
京
を
舞
台
に
し
た
話
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、

地
方
を
舞
台
に
し
た
話
や
、
事
件
の
発
端
や
因
縁
が
地
方
に
あ
る
話
も
か
な
り
あ
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る
そ
れ
ら
を
上
げ
て
お
く
と
、
川
越
の
旧
家
を
舞
台
に
し
て
い
る
第
七
話
「
石
の

下
」
、
事
件
は
東
京
で
起
乙
る
が
、
発
端
は
八
ケ
獄
山
麓
の
土
地
の
者
か
ら
生
き

神
様
と
崇
拝
さ
れ
て
い
る
名
家
の
後
嗣
問
題
と
な
っ
て
い
る
第
九
話
「
覆
面
屋
敷
」
、

丹
沢
山
中
が
主
要
舞
台
で
、
小
田
原
も
出
て
来
る
第
十
二
話
「
愚
妖
」
、
事
件
は

東
京
で
起
こ
る
が
、
昔
地
方
で
あ
っ
た
事
件
と
か
ら
ん
で
い
る
第
十
七
話
「
狼
大

明
神
」
で
あ
る
。

こ
の
四
話
の
中
で
、
「
愚
妖
」
を
除
い
て
、
一
ニ
話
と
も
民
間
信
仰
や
俗
信
が
素

材
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点
が
注
意
を
引
く
が
、
そ
の
中
で
も
、
第
十
七
話

「
狼
大
明
神
」
は
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
の
中
で
、
坂
口
の
民
俗
学
的
領
域
に
対
す
る



興
味
や
関
心
が
最
も
よ
く
表
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
「
狼

大
明
神
」
に
し
ぼ
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。

少
し
長
く
な
る
が
、
話
の
あ
ら
す
じ
を
記
し
て
置
い
た
方
が
便
利
だ
ろ
う
。

蛭
川
家
は
元
々
武
蔵
の
国
賀
美
郡
の
旧
家
だ
っ
た
が
、
十
五
年
前
、
真
弓
が
当

主
の
時
民
、
故
郷
を
捨
て
て
上
京
し
た
。
そ
の
時
の
事
情
は
次
の
よ
う
だ
つ
た
。

土
地
に
は
オ
1
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
洞
を
祭
る
神
主
の
一
族
が
い
て
、
大
倭
大
根
大
神

を
祖
神
と
し
て
大
昔
か
ら
続
い
て
い
る
と
称
し
て
い
る
が
、
土
地
の
者
は
邪
教
と

し
て
相
手
に
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
蛭
川
真
弓
は
、
オ
1
カ
ミ
イ
ナ
リ
に

残
る
古
文
書
を
借
り
受
け
る
が
、
そ
の
夜
火
事
の
た
め
に
焼
失
し
て
し
ま
う
。
そ

れ
に
憤
慨
し
た
オ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
神
主
は
蛭
川
に
強
談
判
す
る
が
、
そ
の
う
ち

蛭
川
家
の
番
頭
今
居
定
助
が
、
オ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
先
祖
の
古
墳
が
あ
っ
た
と
さ

れ
る
場
所
で
、
神
の
矢
に
射
ぬ
か
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
蛭
川
家
が
上
京
し
た
の

は
、
そ
の
三
ヶ
月
後
の
乙
と
だ
っ
た
。
十
五
年
の
聞
に
、
真
弓
は
蛭
川
商
会
を
興

し
て
成
功
を
収
め
た
が
、
今
は
息
子
に
実
権
を
握
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
五

年
後
児
、
蛭
川
真
弓
は
神
の
矢
に
心
臓
を
射
ぬ
か
れ
て
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
新

十
郎
ら
は
、
賀
美
郡
へ
と
実
地
調
査
に
出
か
け
た
。
土
地
の
古
老
か
ら
当
時
の
話

を
聞
き
、
い
く
つ
か
の
事
実
が
判
明
し
た
。
定
助
が
殺
さ
れ
た
二
ヶ
月
前
に
、
蛭

川
家
と
並
ぶ
富
豪
加
治
家
の
土
蔵
か
ら
金
箱
が
盗
ま
れ
、
そ
の
時
、
門
に
神
の
矢

が
突
き
刺
さ
れ
て
い
た
乙
と
、
当
主
の
景
村
は
、
そ
れ
以
来
、
神
の
た
た
り
を
恐

れ
て
オ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
信
者
と
な
っ
て
山
に
篭
っ
て
い
る
こ
と
、
定
助
は
、
金

箱
を
掘
り
出
し
て
い
る
最
中
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
噂
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

新
十
郎
ら
は
、
ォ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
神
主
に
会
う
べ
く
山
の
中
に
入
る
。
そ
乙
で
、

神
主
の
作
っ
て
い
る
矢
が
一
本
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
ま
た
、
景

村
と
話
し
た
結
果
、
定
助
の
子
供
の
伊
之
吉
が
山
に
い
る
こ
と
を
知
り
、
会
い
に

行
く
。
伊
之
吉
か
ら
は
、
父
親
が
殺
さ
れ
た
時
の
記
憶
な
ど
を
聞
い
た
。
事
件
の

概
要
を
察
知
し
た
新
十
郎
は
、
再
び
伊
之
吉
を
訪
れ
る
が
、
彼
は
す
で
に
立
ち
去
っ

て
い
て
、
手
紙
を
残
し
て
い
た
。
手
紙
と
新
十
郎
の
推
理
を
総
合
す
る
と
、
十
五

年
前
の
土
蔵
破
り
は
、
真
弓
と
定
助
の
犯
行
で
、
定
助
を
殺
し
た
の
は
真
弓
、
伊

之
吉
は
、
た
ま
た
ま
聞
い
た
景
村
の
話
か
ら
そ
れ
を
推
測
し
て
、
十
五
年
後
に
真

弓
を
殺
し
て
恨
み
を
は
ら
し
た
の
だ
っ
た
。

以
上
の
あ
ら
す
じ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
狼
大
明
神
」
は
、
神
の
た
た
り
を

隠
れ
蓑
に
し
て
行
わ
れ
る
犯
罪
が
措
か
れ
て
い
る
。
推
理
小
説
的
な
側
面
か
ら
見

れ
ば
、
土
蔵
破
り
と
定
助
殺
し
の
犯
人
、
真
弓
殺
し
の
犯
人
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
犯

行
の
動
機
や
手
口
は
、
新
十
郎
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
、
犯
罪
に
関
す
る
謎

は
解
き
明
か
さ
れ
る
。
し
か
し
、
犯
罪
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
謎
、
オ
l
カ
ミ
イ

ナ
リ
と
は
一
体
向
か
と
い
う
乙
と
に
関
し
て
は
、
新
十
郎
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
、
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作
品
の
語
り
手
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

犯
行
の
謎
解
き
に
推
理
小
説
の
主
眼
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
オ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ

の
謎
は
、
作
品
の
中
で
は
副
次
的
な
意
味
し
か
持
た
ず
、
せ
い
ぜ
い
話
の
興
趣
を

盛
り
上
げ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
か
ね
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
。
関
井
光
男
氏
も
言
う
よ
う
に
、
「
坂
口
安
吾
の
関
心

は
推
理
に
至
る
状
況
、
狼
大
明
神
へ
の
追
求
に
貫
か
れ
て
い
る
」
(
『
坂
口
安
吾

「
解
題
」
)
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
話
の
興
趣
を
盛
り
上
げ

全
集
』
第
十
一
巻

る
と
い
う
役
割
を
越
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

で
は
、
ォ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
と
は
何
か
。
次
に
、
ォ
!
カ
ミ
イ
ナ
リ
と
は
何
か
と

い
う
謎
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。



五

オ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
が
実
在
し
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
話
の
舞
台

と
な
っ
て
い
る
埼
玉
県
賀
美
郡
(
明
治
二
七
年
に
那
珂
郡
と
併
せ
て
児
玉
郡
と
な

る
)
と
そ
の
近
辺
の
歴
史
や
神
社
に
関
す
る
古
伝
は
事
実
を
踏
ま
え
て
い
る
。
坂

口
は
、
昭
和
二
九
年
二
月
に
桐
生
に
転
居
し
て
以
来
、
近
辺
の
古
墳
め
ぐ
り
を
開

始
す
る
が
、
桐
生
市
と
埼
玉
県
児
玉
郡
は
す
ぐ
近
く
で
、
郡
内
に
は
い
く
つ
か
古

墳
も
あ
り
、
訪
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
定
助
に
殺
さ
れ
る
蛭
川
の
姓

は
、
児
玉
郡
内
の
地
名
か
ら
採
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

オ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
が
「
稲
荷
」
を
称
し
て
い
る
根
拠
は
、
話
の
中
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。
ォ
1
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
所
持
す
る
古
文
書
に
よ
る
と
、
山
奥
の
洞

を
守
る
一
族
は
、
神
代
か
ら
連
錦
と
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
土
地

の
古
老
の
話
に
よ
る
と
、
た
か
だ
か
七
八
十
年
前
か
ら
住
み
着
い
た
に
過
ぎ
な
い

と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
土
地
の
人
々
か
ら
は
、
一
種
の
新
興
宗
教
と
み
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
ォ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
由
来
に
つ
い
て
詳
し
く
書
き

込
む
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
次
の
よ
う
に
、
坂
口
は
、
あ
り
も
し
な

い
祖
神
の
名
前
ま
で
作
っ
て
、
そ
れ
ら
し
い
由
来
を
で
っ
ち
上
げ
て
い
る
。

伎
の
先
祖
は
大
倭
大
根
大
神
と
い
う
神
で
、
日
本
全
体
の
国
王
で
あ
っ
た
が

戦
い
敗
れ
て
一
族
を
従
え
て
乙
の
地
に
逃
げ
住
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
後
世
に
至
っ

て
、
臣
下
の
子
孫
が
児
玉
党
、
丹
党
、
猪
俣
党
な
ど
を
称
し
、
総
家
た
る
大

加
美
神
社
を
焼
き
払
い
、
神
た
る
人
の
子
孫
を
追
っ
た
。
神
の
子
孫
は
若
干

の
古
文
書
だ
け
か
ら
く
も
フ
ト
コ
ロ
に
、
少
数
の
従
者
を
し
た
が
え
て
山
の

中
に
逃
げ
込
ん
だ
。
そ
れ
が
オ
1
カ
ミ
イ
ナ
リ
で
あ
る
。

長
い
歴
史
の
う
ち
に
少
数
の
従
者
す
ら
も
離
れ
て
里
へ
降
り
て
し
ま
い
、

神
の
子
孫
だ
け
が
山
奥
に
残
っ
て
小
さ
な
イ
ナ
リ
の
ホ
コ
ラ
を
ま
も
り
、
太

古
か
ら
の
祭
り
の
風
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
。

乙
れ
が
歴
史
的
に
何
の
根
拠
も
な
い
で
た
ら
め
の
由
来
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
大
倭
大
根
犬
神
は
い
か
な
る
史
書
に
も
表
れ
な
い
架
空
の
神
名
で
あ

り
、
武
蔵
七
党
は
武
蔵
国
の
守
や
介
が
土
着
し
た
も
の
の
子
孫
と
考
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
、
大
倭
大
根
大
神
の
臣
下
の
子
孫
と
い
う
乙
と
も
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。

乙
の
由
来
に
は
、
恐
ら
く
、
各
地
に
残
る
平
家
落
人
伝
説
や
木
地
屋
の
所
持
し

た
と
い
う
木
地
屋
文
書
な
ど
の
パ
タ
ー
ン
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
オ
1
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
洞
を
ま
つ
っ
て
い
る
一
族
が
、
か
つ
て
日
本
全
体
の
国

王
で
、
戦
い
に
敗
れ
て
、
山
の
中
に
逃
げ
込
ん

r
一
肢
の
末
商
で
あ
る
と
い
う
、

乙
の
由
来
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
注
目
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
、
柳
田
国
男
の
山
人
H

先
住
民
説
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

-49一

柳
田
国
男
の
山
人
H
先
住
民
説
に
つ
い
て
は
詳
し
く
述
べ
る
必
要
は
な
い
だ
ろ

ぅ
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
柳
田
国
男
は
、
民
俗
学
の
出
発
期
に
〈
山

人
〉
の
研
究
に
重
点
を
置
い
て
い
た
。
柳
田
は
、
『
山
の
人
生
』
(
大
一
五
・
一
一
)

を
転
換
点
と
し
て
、
八
山
人
〉
の
研
究
か
ら
〈
里
人
〉
(
H
常
民
)
の
研
究
へ
と

重
点
移
動
す
る
乙
と
に
な
る
の
だ
が
、
『
山
の
人
生
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
山

人
考
」
(
大
正
六
年
日
本
歴
史
地
理
学
会
大
会
講
演
手
稿
)
の
中
で
は
、
「
自
分
の

推
測
と
し
て
は
、
上
古
史
上
の
国
津
神
が
末
二
つ
に
分
れ
、
大
半
は
里
に
下
っ
て

常
民
に
混
同
し
、
残
り
は
山
に
入
り
ま
た
は
山
に
留
ま
っ
て
、
山
人
と
呼
ば
れ
た

と
見
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
柳
田
は
、

一
時
期
、
〈
山
人
〉
と
は
、
天

孫
族
に
よ
っ
て
山
の
中
に
追
い
や
ら
れ
た
先
住
民
(
日
国
津
神
)
の
末
高
で
あ
る
と

考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

断
わ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
、
坂
口
が
、
柳
田
の
山
人
H
先
住
民



説
を
信
じ
て
い
た
と
い
う
乙
と
を
言
い
た
い
の
で
は
な
い
。
坂
口
が
柳
田
の
山
人

研
究
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
確
証
も
な
い
以
上
、
そ
れ
は
、
憶
測
の
上
に
憶
測
を

重
ね
る
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ォ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
を
祭
る
一
族
の
顔
を
、

次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
乙
と
を
考
え
れ
ば
、
坂
口
が
、
乙
の
一
族
に
〈
山
人
〉

の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
乙
と
は
確
実
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

彼
ら
(
新
十
郎
ら
|
引
用
者
注
)
は
神
主
に
対
面
し
て
、
お
ど
ろ
い
た
。
な

る
ほ
ど
、
ま
っ
た
く
天
狗
の
顔
で
あ
る
。
お
面
の
天
狗
ほ
ど
長
い
鼻
で
は
な

い
け
れ
ど
も
、
剣
客
シ
ラ
ノ
ど
こ
ろ
の
鼻
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
乙
れ
を
典

型
的
な
金
ツ
ボ
眼
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
二
ツ
の
円
い
噴
火
口
の
よ
う
な

ク
ボ
ミ
が
並
ん
で
、
そ
の
奥
に
円
い
目
玉
が
ギ
ラ
ギ
ラ
光
っ
て
い
る
。
顔
の

色
は
た
し
か
に
渋
紙
の
色
に
ち
か
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
ォ
!
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
一
族
に
〈
山
人
〉
の
イ
メ
ー
ジ
が
入
り
込

ん
で
い
る
と
指
摘
し
た
が
、
柳
田
国
男
の
言
う
〈
山
人
〉
そ
の
も
の
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。
赤
坂
憲
雄
氏
は
、
『
山
の
精
神
史

了
一

O

小
学
館
)
の
中
で
、
柳
田
が
、
〈
山
人
〉
と
い
う
語
と
〈
山
民
〉
と

い
う
語
を
厳
格
に
峻
別
し
て
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

〈
山
人
〉
と
は
、
山
男
山
女
・
山
童
山
姫
・
山
丈
山
姥
な
ど
の

柳
田
国
男
の
発
生
』
(
一
九
九

「
山
中
を
漂
泊
す

る
異
形
異
類
の
モ
ノ
た
ち
」
で
あ
り
、
〈
山
民
〉
と
は
、
「
山
中
に
定
住
的
生
活

(
イ
エ
と
村
落
)
を
い
と
な
み
、
狩
猟
や
焼
畑
を
生
業
と
す
る
山
の
民
」
の
乙
と
で

あ
る
。
乙
の
概
念
規
定
か
ら
考
え
る
と
、
オ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
一
族
は
、
ど
う
や

ら
〈
山
人
〉
に
も
〈
山
民
〉
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
彼
ら
は
一
体
向
者
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
、
オ
!
カ
ミ

イ
ナ
リ
の
信
者
に
つ
い
て
も
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

オ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
洞
の
近
く
に
は
、
十
い
く
つ
か
の
「
掘
立
小
屋
」
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
、
ォ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
信
者
が
住
み
着
い
て
い
る
。
家
の
門
に
神
の
矢

の
立
っ
た
加
治
景
村
や
、
神
の
矢
で
射
こ
ろ
さ
れ
た
今
居
定
助
の
息
子
の
伊
之
吉

ら
も
、
こ
れ
ら
の
小
屋
に
住
ん
で
い
る
。
新
十
郎
ら
の
一
行
は
、
加
治
景
村
の
小

屋
を
訪
ね
て
、
話
を
聞
く
が
、
そ
の
中
で
、
景
村
は
こ
ん
な
乙
と
を
語
っ
て
い
る
。

小
屋
の
住
人
は
全
部
と
い
っ
て
よ
ろ
し
い
ほ
ど
近
隣
の
里
か
ら
山
へ
あ
が
っ

て
き
た
人
で
す
。
そ
し
て
参
詣
者
は
元
来
が
山
を
住
居
と
し
て
い
る
人
で
す

ね
。
山
へ
き
て
も
定
着
す
る
の
は
、
里
の
人
の
習
慣
で
す
よ
。
小
屋
の
住
人

は
た
い
が
い
児
玉
郡
の
百
姓
だ
っ
た
人
た
ち
で
す
。

つ
ま
り
、
ォ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
信
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
山
の
漂
泊
民
な
の
で
あ

る
。
ま
た
、
伊
之
吉
が
、
新
十
郎
た
ち
に
残
し
た
、
犯
行
を
自
供
し
た
手
紙
の
中

に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

私
は
彼
を
殺
し
た
乙
と
が
悪
い
こ
と
と
は
思
い
ま
せ
ん
の
で
、
山
人
と
と
も

に
こ
こ
を
去
り
、
永
久
に
山
か
ら
山
に
移
り
住
ん
で
一
生
を
終
り
ま
す
。
た

nu 

p
h
u
 

ぷ
ん
私
を
捕
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
種
の
人
間

に
と
っ
て
は
山
は
無
限
の
隠
れ
家
だ
か
ら
で
す
。
伊
之
吉
よ
り

こ
こ
に
は
、
「
山
人
」
と
い
う
乙
と
ば
が
出
て
い
る
が
、
既
に
見
た
よ
う
に
、

乙
の
「
山
人
」
は
、
柳
田
的
な
意
味
で
の
〈
山
人
〉
で
は
な
い
。

こ
こ
に
一
一
王
守
つ

「
山
人
」
と
は
、
「
サ
ン
カ
」
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
山
の
漂
泊
民
の
こ
と
だ
と

考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
。
と
言
う
よ
り
も
、
「
狼
大
明
神
」
で
、
坂
口
は
、

オ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
一
族
と
そ
の
信
者
(
小
屋
の
住
人
を
除
い
て
)
に
つ
い
て
、
サ

ン
カ
を
暗
示
す
る
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

サ
ン
カ
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も
そ
の
実
態
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
い

う
名
称
で
呼
ば
れ
る
集
団
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、
乙
の
先
も
っ
と
解
明
さ

れ
に
く
く
な
っ
て
い
く
の
か
も
知
れ
な
い
。



さ
ん
か

現
代
ま
で
定
住
す
る
乙
と
な
く
、
山
間
水
辺
を
漂
泊
す
る
特
殊

民
群
の
代
表
的
な
る
も
の
。
ミ
ツ
ク
リ
・
ミ
ナ
ホ
シ
・
オ
ゲ
・
ポ
ン
な
ど
と
も

一
一
一
回
う
。
西
は
九
州
か
ら
中
国
山
眠
、
近
畿
中
部
か
ら
東
は
関
東
地
方
に
も
分

布
し
て
い
る
。
単
純
な
生
活
様
式
で
、
セ
ブ
リ
と
称
す
る
仮
小
屋
ま
た
は
天

幕
に
よ
っ
て
転
転
と
移
動
し
、
男
は
泥
亀
・
鰻
な
ど
の
川
魚
を
捕
え
て
売
り
、

女
は
依
・
篭
・
箆
・
箕
な
ど
の
竹
細
工
ぞ
す
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
山
農
村
と

多
少
の
交
渉
を
も
っ
て
い
る
。

柳
田
国
男
監
修
・
民
俗
学
研
究
所
編
『
民
俗
学
辞
典
』
(
一
九
五
了
一

堂
)
の
中
の
解
説
で
あ
る
。
乙
の
部
分
に
続
い
て
、
各
地
の
サ
ン
カ
の
呼
称
や
実

態
の
記
述
、
が
あ
り
、
最
後
に
サ
ン
カ
の
名
称
の
由
来
や
サ
ン
カ
の
前
身
に
関
し
て
東
京

の
推
測
を
記
し
て
、
解
説
を
終
え
て
い
る
。
辞
典
の
記
述
と
し
て
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、

一
般
に
流
布
し
て
い
る
サ
ン
カ
の
虚
像
的
な
部
分
の
記
述
は
一
切
避
け

ら
れ
て
い
る
。

坂
口
安
吾
が
、
サ
ン
カ
の
実
態
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
知
識
を
持
っ
て
い
た

の
か
は
不
明
だ
が
、
「
狼
大
明
神
」
の
中
の
山
の
漂
泊
民
の
記
述
は
、
一
般
に
流

布
し
て
い
る
サ
ン
カ
の
虚
像
的
な
部
分
を
も
と
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先

に
述
べ
た
よ
う
に
、
サ
ン
カ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も
不
明
な
部
分
が
多

く
、
伺
が
実
像
で
、
伺
が
虚
像
か
は
判
別
し
が
た
い
。
ま
し
て
や
、
現
在
よ
り
も

も
っ
と
サ
ン
カ
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
『
安
吾
捕
物
帖
』
の
執

筆
時
点
で
は
、
サ
ン
カ
の
虚
像
的
な
部
分
が
作
品
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
仕
方
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
サ
ン
カ
と
犯
罪
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
虚
像
的
な
部
分
。
サ
ン
カ
を
一

種
の
犯
罪
集
団
と
見
な
す
見
方
は
一
般
に
強
く
あ
っ
た
よ
う
で
、
柳
田
国
男
の

「
「
イ
タ
カ
』
及
び
『
サ
ン
カ
」
」
(
明
四
四
・
九

1
四
五
・
二
)
が
警
察
署
長
の

談
話
を
も
と
に
書
か
れ
、
後
に
「
山
富
小
説
家
」

「
山
富
研
究
家
」
と
な
る
三
角

寛
が
サ
ン
カ
に
興
味
を
抱
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
、
説
教
強
盗
事
件
の
取
材

だ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

「
狼
大
明
神
」
で
は
、
先
に
引
用
し
た
伊
之
吉
の
手
紙
の
中
の
一
節
に
、
「
あ

る
種
の
人
聞
に
と
っ
て
は
山
は
無
限
の
隠
れ
家
だ
か
ら
で
す
」
と
あ
り
、

種
の

犯
罪
集
団
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
る
。

つ
い
で
に
触
れ
て
置
け

ば
、
第
十
三
話
「
幻
の
塔
」
で
は
、
人
殺
し
と
牢
破
り
の
凶
状
持
ち
の
大
工
が
出

て
来
て
、
彼
は
、
山
中
を
う
ろ
つ
い
た
後
に
、

「
箕
作
り
の
ベ
ク
助
」
と
自
称
す

る
よ
う
に
な
る
。
乙
こ
で
も
、
捕
縛
の
手
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
、
犯
罪
者
が
サ
ン

カ
集
団
に
紛
れ
込
ん
だ
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
犯
罪
者
が
サ

ン
カ
の
集
団
の
中
に
紛
れ
込
む
例
は
実
際
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
三
角
寛
に
よ
る
と
、

「
サ
ン
カ
に
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
悪
事
を
働
く
一
味
」
を
「
マ
ガ
ク
レ
」
と
生
粋
の
サ

-51ー

ン
カ
は
言
っ
て
い
た
(
『
山
富
物
語
』
〈
一
九
六
六
・
一

読
売
新
聞
社
〉
)
と
い

h

つ。
次
に
、

宗
教
行
為
と
犯
罪
が
結
び
付
い
た
虚
像
的
な
部
分
。

柳
田
国
男
の

「
『
イ
タ
カ
』
及
び
『
サ
ン
カ
』
」
で
は
、
大
垣
警
察
署
長
広
瀬
寿
太
郎
か
ら
聞

い
た
こ
と
と
し
て
、
サ
ン
カ
に
「
セ
ブ
リ
」
「
ジ
リ
ョ
ウ
ジ
」
「
ブ
リ
ウ
テ
」

「ア

ガ
リ
」
の
四
種
類
が
あ
る
乙
と
を
記
し
て
い
る
。
「
セ
ブ
リ
」
は
、
『
民
俗
営
辞
典
』

の
解
説
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
箕
作
り
な
ど
の
竹
細
工
を
生
業
と
す
る
集
団
で
、

数
の
上
で
最
も
多
い
。
「
ツ
リ
ヨ
ウ
ツ
」

「
ブ
リ
ウ
チ
」
は
、
神
仏
に
仮
託
し
て

詳
欺
行
為
を
行
う
集
団
、
「
ア
ガ
リ
」
は
神
仏
に
よ
ら
な
い
で
詐
欺
行
為
を
行
う

集
団
で
、
三
者
と
も
最
初
の
計
画
が
失
敗
す
れ
ば
、
破
壊
窃
盗
を
な
す
、
と
い
う
。

「
狼
大
明
神
」
で
は
、
オ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
神
主
は
、
詐
欺
行
為
を
働
い
て
い

る
形
跡
は
な
く
、
「
ジ
リ
ヨ
ウ
ジ
」

「
ブ
リ
ウ
チ
」
と
直
接
結
び
付
い
て
く
る
可



能
性
は
薄
い
。

最
後
に
、
山
中
歩
行
術
に
関
す
る
虚
像
。
「
狼
大
明
神
」
の
中
で
は
、
オ

l
カ

ミ
イ
ナ
リ
の
神
主
は
、
「
彼
が
山
中
を
走
る
時
は
狼
の
よ
う
に
、
物
凄
い
速
さ
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
」
と
里
人
か
ら
噂
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ォ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
信
者
た
ち
の
参
詣
の
様
子
は
、
「
峯
か
ら
峯
を
伝
つ

て
く
る
人
、
そ
し
て
、
里
の
人
に
は
姿
を
見
せ
な
い
参
詣
人
が
多
い
の
で
す
よ
。
:
・
:

(
中
略
)
:
:
:
日
中
は
あ
ま
り
姿
を
見
ま
せ
ん
。
暗
く
な
る
こ
ろ
到
着
し
て
、
明
け

方
に
は
立
ち
去
っ
て
し
ま
う
の
で
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

三
角
寛
に
よ
る
と
、

サ
ン
カ
の
男
子
は
十
三
才
に
な
る
と
丹
波
に
行
っ
て
、

?
と
シ
リ
」
と
い
う
修
練
を
行
う
乙
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
タ
カ
ツ
コ

リ
(
走
法
)
」
や
「
ヤ
ミ
ツ
コ
リ
(
暗
行
法
)
」
な
ど
の
武
技
な
ど
を
学
ぶ
と
い
う
。

ま
た
、
サ
ン
カ
の
定
り
方
に
、
「
転
場
(
て
ん
ば
)
、
場
越
(
ば
こ
し
て
駈
足
(
か
け

ま
く
て
疾
駆
(
お
お
の
り
と
な
ど
が
あ
っ
て
、
「
『
か
け
ま
く
』
と
号
令
さ
れ
た

ら
一
せ
い
に
駈
足
に
」
な
り
、
「
一
日
に
四
十
里
(
約
一
六

0
キ
ロ
)
ぐ
ら
い
は
平
気

だ
と
い
う
」
(
『
山
富
物
語
』
)
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
山
中
の
歩
行
や
走
行
が
、
通
常
人
よ
り
も
優
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ

ろ
う
が
、

こ
れ
ら
の
乙
と
が
、
ど
の
程
度
事
実
な
の
か
は
、
や
は
り
不
明
で
あ
る
。

'』
SF

』、

ナ
'
ナ
ー

乙
う
し
た
山
中
の
歩
行
術
に
関
す
る
虚
像
が
、
人
々
に
、
サ
ン
カ
H

〈
山

人
〉
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
た
乙
と
は
確
実
で
、
坂
口
が
伊
之
吉
の
手
紙
の
中
で
、

彼
ら
を
「
山
人
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
も
、

乙
こ
ら
に
起
因
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

..... ーノ、

さ
て
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
オ
l
カ
ミ
イ
ナ
リ
の
一
族
と
そ
の
信
者
に
は
、

サ
ン
カ
H

〈
山
人
〉
の
イ
メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
こ
と
は
、
「
狼
大
明
神
」
の
推
理
小
説
的
な
要
素
に
は
直
接
関
わ
っ
て
こ
な

い
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
に
謎
め
い
た
集
団
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
舞
台
効
果
を

盛
り
上
げ
る
と
い
う
意
味
は
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は
、
坂
口
が
、
「
サ
ン
カ
」
を

暗
示
し
な
が
ら
、
「
サ
ン
カ
」
と
い
う
語
を
一
切
使
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
も
伺
い
知
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
話
の
謎
め
い
た
感
じ
は
一
層
深
ま
る
わ
け

で
あ
る
。
し
か
し
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
か
ら
坂
口
の
固
有
の
関
心
を
引
き
出
す
と

い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、

こ
の
こ
と
は
、
や
は
り
舞
台
効
果
を
超
え
た
意
味
を
持
つ

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
坂
口
の
〈
山
〉
に
対
す
る
強
い
関
心
と
つ
な

が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

加
治
景
村
と
伊
之
吉
は
、
も
と
〈
里
人
〉
で
あ
っ
た
が
、
今
は
オ
l
カ
ミ
イ
ナ

リ
の
洞
の
あ
る
山
中
で
暮
ら
し
て
い
る
。
景
村
は
、
「
私
は
世
を
す
て
て
こ
こ
に
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住
み
、
心
の
安
静
を
得
た
よ
う
で
す
」
と
語
り
、
伊
之
吉
は
、
新
十
郎
か
ら
乙
乙

に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
訊
か
れ
て
、
「
里
の
暮
し
が
イ
ヤ
に
な
っ
た
か
ら

で
す
よ
」
と
答
え
て
い
る
。

彼
ら
は
、
神
の
た
た
り
に
あ
っ
た
家
の
者
と
し
て

〈
里
〉
に
住
み
に
く
く
な
っ
て
、
山
の
中
に
逃
げ
込
ん
だ
わ
け
だ
が
、
そ
の
他
に

も
十
数
人
の
者
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
〈
里

V
K住
み
に
く
く
な
っ
て
、

こ
の
山

中
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

乙
こ
で
思
い
出
し
て
よ
い
の
は
、
柳
田
国
男
の
『
山
の
人
生
』
で
あ
る
。
柳
田

は
、
そ
の
中
で
、
「
伺
の
頼
む
と
乙
ろ
も
な
い
弱
い
人
間
の
、

た
だ
い
か
に
し
て

も
以
前
の
群
と
と
も
に
お
ら
れ
ぬ
者
に
は
、
死
ぬ
か
今
一
つ
は
山
に
入
る
と
い
う

方
法
し
か
な
か
っ
た
」
と
書
き
、
「
跡
の
少
し
も
残
ら
ぬ
遁
世
」
は
「
後
世
の
我
々

に
こ
そ
乙
れ
は
珍
し
い
が
、
実
は
昔
は
普
通
の
生
存
の
一
様
式
で
あ
っ
た
」
と
書

い
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



そ
れ
だ
け
な
ら
よ
い
が
、
人
に
は
な
お
乙
れ
と
い
う
理
由
が
な
く
て
ふ
ら

ふ
ら
と
山
に
入
っ
て
行
く
癖
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
今
日

の
学
問
と
推
理
だ
け
で
は
説
明
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
人
間
の
消
滅
、
乙
と
に

は
こ
の
世
の
執
着
の
多
そ
う
な
若
い
人
た
ち
が
、
突
知
と
し
て
山
野
に
紛
れ

込
ん
で
し
ま
っ
て
、
何
を
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
く
な
る
乙
と
が
あ
っ
た
。

自
分
が
こ
の
小
さ
な
書
物
で
説
い
て
み
た
い
と
思
う
の
は
主
と
し
て
こ
う
し

た
方
面
の
出
来
事
で
あ
る
。

『
山
の
人
生
』
が
、
柳
田
国
男
の
「
日
本
人
に
お
け
る
山
の
精
神
史
の
掘
り
起

こ
し
の
試
み
」
(
赤
坂
憲
雄
)
の
書
で
あ
る
こ
と
を
、

乙
の
部
分
は
よ
く
示
し
て
い

る
だ
ろ
う
。

坂
口
安
吾
は
、
同
和
十
四
年
八
月
に
「
日
本
の
山
と
文
学
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ

を
発
表
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
坂
口
は
、
「
登
山
」
と
い
う
西
洋
流
の
観
念
が
入
つ

て
来
る
以
前
の
、
祖
先
の
山
に
対
す
る
観
念
や
感
情
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

「
そ
れ
は
、
恐
怖
の
対
象
で
あ
り
、
転
じ
て
崇
敬
の
対
象
で
あ
っ
た
」
と
坂
口
は

書
く
。
乙
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
こ
の
時
点
で
の
坂
口
の
民
俗
学
的
な
知
見
の
摂
取
ぷ

り
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
だ
が
、
「
登
山
に
な
れ
た
我
々
の
感
情
に
よ
っ
て
、

祖
先
達
の
山
の
感
情
を
付
度
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
」
と
か
「
今
日
山
の
『
感
傷
』

は
西
洋
の
文
化
と
感
情
が
移
入
さ
れ
る
ま
で
、
祖
先
達
に
な
か
っ
た
」
と
い
う
よ

う
に
、
西
洋
流
の
観
念
が
入
り
込
む
以
前
の
日
本
人
の
山
応
対
す
る
感
情
を
探
ろ

う
と
し
て
い
る
姿
勢
は
、
注
目
に
値
す
る
。
分
量
的
に
は
短
い
が
、
坂
口
の
「
日

本
人
に
お
け
る
山
の
精
神
史
の
掘
り
起
こ
し
の
試
み
」
と
も
言
え
る
エ
ッ
セ
イ
で

あ
る
。乙
う
し
た
坂
口
の
山
に
対
す
る
関
心
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
小
説
で
は
、
「
桜
の

森
の
満
聞
の
下
」
(
昭
二
ニ
ム
ハ
)
な
ど
に
も
表
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
桜
の
森
の

満
開
の
下
」
で
は
、
そ
こ
に
登
場
す
る
山
賊
が
自
意
識
家
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

乙
と
や
、
小
説
の
枠
組
み
が
幻
想
需
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
西
洋
流
の
山
の

観
念
が
入
り
込
む
以
前
の
白
本
人
の
山
に
対
す
る
感
情
と
い
う
に
は
、
余
り
に
近

代
的
な
感
情
が
紛
れ
込
み
す
ぎ
て
い
る
と
言
わ
、
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
点
、
「
狼
大
明
神
」
は
、
「
桜
の
森
の
満
聞
の
下
」
に
比
べ
て
、
・
小
説
的
な

結
晶
度
は
明
ら
か
に
劣
る
が
、
な
ま
じ
い
な
幻
想
性
が
排
除
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

却
っ
て
、
山
の
中
へ
逃
げ
込
み
、
そ
乙
を
住
処
と
し
て
い
る
人
間
の
不
思
議
を
リ

ア
ル
に
伝
え
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

七

乙
乙
ま
で
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
の
中
で
も
、
時
代
背
景
と
な
っ
て
い
る
明
治
開
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化
期
の
世
相
風
俗
に
関
わ
ら
な
い
話
に
注
目
し
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
は
、

『
安
吾
捕
物
帖
』
の
一
側
面
に
し
か
照
明
を
当
て
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
最
後

に
、
こ
こ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
こ
と
と
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
の
世
界
全
体
と

の
接
点
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。

浅
子
逸
男
氏
は
、
「
貧
民
窟
と
舞
踏
会
|
『
明
治
開
化

つ
い
て
」
(
久
保
田
芳
太
郎
・
矢
島
道
弘
編
『
坂
口
安
吾
研
究
講
座

E
」

九
八
七
・
二
一
三
弥
弁
書
庖
)
の
中
で
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
で
は
四
つ
の
層
が
射

程
に
お
か
れ
て
い
る
と
し
て
、
「
伊
藤
博
文
邸
の
仮
装
舞
踏
会
に
象
徴
さ
れ
る
上

「
鮫
河
橋
の

安
吾
捕
物
帖
』
に

流」

「
寄
席
や
各
種
の
縁
日
に
集
ま
る
一
般
の
人
々
か
ら
成
る
層
」

よ
う
に
古
い
沿
革
を
持
ち
江
戸
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
下
層
階
級
」

「
同
じ
下

層
と
い
っ
て
も
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
き
あ
が
っ
て
き
た
新
興
の
場
末
の
層
」
を

上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

『
安
吾
捕
物
帖
』
を
都
市
小
説
と
し
て
見
た
場
合
に
そ



乙
乙
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
に
は
、

東
京
と
い
う
都
市
を
越
え
て
、
ま
た
、
明
治
開
化
期
の
世
相
風
俗
を
も
越
え
た
世

界
が
描
か
れ
て
い
て
、
と
う
て
い
四
つ
の
層
に
収
ま
り
き
る
も
の
で
は
な
い
。

う
な
る
の
で
あ
っ
て
、

乙
乙
で
は
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
に
描
か
れ
て
い
る
全
て
の
階
層
に
わ
た
っ
て
考

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
中
で
も
特
徴
的
な
こ
と
に
関
し
て
の
み
見
て

み
た
い
。
『
安
吾
捕
物
帖
』
に
は
、
華
族
か
ら
貧
民
に
至
る
ま
で
の
、
上
層
か
ら
下
層
に

至
る
さ
ま
ざ
ま
の
階
層
・
職
業
の
人
物
が
登
場
す
る
が
、
農
民
だ
け
は
出
て
来
な

ぃ
。
乙
の
こ
と
は
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
の
各
話
が
ほ
と
ん
ど
東
京
を
舞
台
に
し
て

い
る
と
と
に
起
因
し
て
い
る
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
田
舎
を
主
な
舞
台
に
し
た

り
、
事
件
の
発
端
・
因
縁
が
田
舎
に
あ
る
話
が
四
話
ほ
ど
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
こ
で
も
農
民
は
出
て
来
な
い
の
で
あ
る
。

丹
沢
山
中
を
主
要
舞
台
と
す
る
第
十
二
話
「
愚
妖
」
に
は
、
農
民
ら
し
き
人
物

が
出
て
来
る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
出
て
来
る
の
も
純
然
た
る
農
民
と
は
言
え
ず
、

「
ナ
ガ
レ
目
」
と
い
う
あ
だ
名
の
男
は
、
炭
焼
き
を
し
な
が
ら
桧
の
盗
伐
や
女
の

買
付
け
の
斡
旋
な
ど
を
し
て
い
る
し
、
「
オ
タ
ツ
」

「
カ
モ
七
」
の
夫
婦
は
、
村

里
か
ら
離
れ
た
山
の
中
で
生
活
し
て
い
る
。
と
も
に
、
村
人
か
ら
嫌
わ
れ
孤
立
し

て
い
る
人
物
で
、
い
わ
ゆ
る
「
常
民
」
と
い
う
の
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
被
差
別
部
落
民
が
、
第
十
一
話
「
稲
妻
は
見
た
り
」
と
第
十
五

話
「
赤
毘
」
の
二
話
に
出
て
来
る
こ
と
で
あ
る
。
「
稲
妻
は
見
た
り
」
で
は
、
オ

ソ
ノ
と
い
う
「
女
中
」
の
実
家
が
車
善
七
の
流
れ
を
く
む
「
代
々
非
人
頭
」
の
家

と
な
っ
て
お
り
、
オ
ソ
ノ
の
同
僚
三
枝
子
の
兄
頼
重
太
郎
は
高
潔
な
部
落
解
放
運

動
家
で
あ
る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
「
赤
毘
」
で
は
、
ト
ピ
の
頭
コ
マ
五

郎
が
、
被
差
別
部
落
を
統
率
す
る
首
長
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
哉
々

の
眼
か
ら
す
る
と
、
差
別
問
題
に
対
す
る
無
神
経
な
記
述
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
部

分
も
あ
っ
た
り
す
る
の
だ
が
、
部
落
解
放
運
動
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
わ
り
な
ど
、

坂
口
は
被
差
別
部
落
の
実
態
を
あ
る
程
度
知
っ
た
上
で
書
い
て
い
る
よ
う
な
節
が

あ
る
。そ
れ
か
ら
、
今
の
こ
と
と
関
わ
っ
て
来
る
が
、
身
体
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
負
っ
た
人
物
が
た
く
さ
ん
出
て
来
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
い
ち
い
ち
上
げ
る
こ

と
は
し
な
い
が
、
「
盲
人
」
だ
け
を
取
り
上
げ
て
も
、
第
四
話
「
あ
あ
無
情
」
の

ヤ
ス
の
母
、
第
八
話
「
時
計
館
の
秘
密
」
の
貧
民
窟
に
住
む
お
久
美
、
第
十
六
話

「
家
族
は
六
人
・
目
一
ツ
半
」
の
「
ア
ン
マ
」
な
ど
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
安
吾
捕
物
帖
」
に
は
、
山
中
の
漂
泊
民
や
被
差
別
部
落
民
、

身
体
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ
た
者
た
ち
と
い
っ
た
、
非
「
常
民
」
的
な

人
間
た
ち
、
抑
圧
さ
れ
た
者
た
ち
、
社
会
的
な
弱
者
、
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つ
ま
り
は
、
周
縁
的
な
人

間
た
ち
が
数
多
く
登
場
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
近
代
の
知
的
エ
リ
ー
ト
か
ら
は
ず

れ
た
コ

l
ス
を
歩
ん
だ
坂
口
の
作
家
と
し
て
の
位
置
と
多
分
に
関
わ
り
を
持
つ
も

の
と
推
測
き
れ
る
が
、
同
時
に
、
彼
の
歴
史
観
を
色
濃
く
投
影
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

彼
の
歴
史
観
は
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
と
並
行
し
て
書
か
れ
た
『
安
吾
新
日
本
地

理
』
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
坂
口
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
問
題
は
別
の
機
会
に
論

じ
て
み
た
い
が
、
『
安
吾
新
日
本
地
理
』
で
、
坂
口
は
、
正
統
的
な
歴
史
に
よ
っ

て
隠
蔽
さ
れ
抹
殺
さ
れ
た
者
た
ち
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
(
「
飛

騨
・
高
山
の
抹
殺
」

「
高
麗
神
社
の
祭
の
笛
」
な
ど
)
。

こ
の
よ
う
な
彼
の
歴
史

へ
の
視
点
は
、
突
然
の
死
に
よ
っ
て
中
断
さ
せ
ら
れ
た
『
安
吾
新
日
本
風
土
記
』

に
よ
っ
て
、
も
っ
と
深
め
ら
れ
発
展
さ
せ
ら
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。

推
理
小
説
と
し
て
書
か
れ
た
『
安
吾
捕
物
帖
』
に
、
彼
の
歴
史
観
が
直
接
的
に



表
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
一
守
口
う
ま
で
も
な
い
。
そ
乙
に
は
、
推
理
小
説
と
い
う
形

式
の
限
界
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
推
理
小
説
と
い
う
形
式

だ
か
ら
こ
そ
、
坂
口
安
吾
は
、
自
己
の
固
有
の
関
心
や
興
味
を
作
品
に
盛
り
込
む

こ
と
が
可
能
だ
っ
た
と
い
う
乙
と
は
確
実
に
あ
っ
た
。
坂
口
は
、
体
系
的
に
学
聞

を
積
ん
で
そ
れ
ら
」
作
品
に
生
か
す
と
い
う
タ
イ
プ
の
作
家
で
は
な
い
が
、

『
安
吾

捕
物
帖
』
は
、
民
俗
学
を
始
め
と
し
て
様
々
の
歴
史
書
や
歴
史
資
料
に
当
た
っ
た

形
跡
(
そ
れ
は
「
安
吾
捕
物
帖
」
の
執
筆
の
た
め
だ
け
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
が
)

が
認
め
ら
れ
、
彼
の
勉
強
ぶ
り
が
あ
ら
わ
に
小
説
に
投
影
し
た
、
彼
の
小
説
の
中

で
は
特
異
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
坂
口
の
勉
強
の
成
果
が
、
果
し
て
、
そ
の
先
ど
う
い
う
形
の
具
体
的

な
小
説
作
品
と
な
っ
て
表
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
か
は
確
定
で
き
な
い
。
伎
が
、

『
安
吾
新
日
本
地
理
』
か
ら
『
安
吾
新
日
本
風
土
記
』
へ
と
続
く
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

の
試
み
の
延
長
線
上
に
、
安
吾
流
の
「
日
本
歴
史
」
を
ま
と
め
る
構
想
を
持
っ
て

い
た
乙
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
坂
口
の
勉
強
は
、
小
説
よ
り
も
、
そ
の
方
の
実
現

を
目
指
す
た
め
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
彼
の
民
俗

学
的
な
領
域
へ
の
関
心
の
深
ま
り
は
、
単
に
「
日
本
歴
史
」
の
構
想
に
だ
け
収
敬

さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
安
吾
捕

物
帖
』
は
、
そ
う
し
た
坂
口
の
関
心
が
、
小
説
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
唯
一
の
例

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
、
推
理
小
説
と
い
う
形
式
で
し
か
実
現
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
坂
口
安
吾
の
作
家
的
な
限
界
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
し

か
し
、
同
時
に
、
『
安
吾
捕
物
帖
』
の
試
み
は
、
そ
の
先
に
書
き
得
た
か
も
知
れ

な
い
独
自
の
小
説
の
可
能
性
を
暗
示
し
て
い
る
、
と
私
は
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

O
坂
口
安
吾
の
文
章
の
引
用
は
、
「
日
本
の
山
と
文
学
」
(
「
ユ
リ
イ
カ
」

九

八
六
年
一

O
月
号

所
収
)
を
除
い
て
、
す
べ
て
『
定
本
坂
口
安
吾
全
集
』
(
一

九
六
七
・
二

1
七

冬
樹
社
)
の
本
文
に
依
っ
た
。

O
サ
ン
カ
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
上
げ
た
文
献
の
他
に
、
次
の
文
献
を
参
照
し

た。-
宮
本
常
一

『
山
に
生
き
る
人
々
〈
臼
本
民
衆
史

2
V』
(
一
九
六
四

未
来
社
)

-
三
角

寛
『
サ
ン
カ
の
社
会
』

(
一
九
六
五

朝
日
新
聞
社
)

-
田
中
勝
也
『
サ
ン
カ
研
究
』

-
諜
川
全
次
『
サ
ン
カ
と
説
教
強
盗
』
(
一
九
八
七
・

新
泉
社
)批
評
社
)

(
一
九
九
二
・
六

-55一


